保－３トイレを使 (つか)うときの注意 (ちゅうい)　マンホールトイレを使う場合
●　トイレを使 (つか)う前に、ノックや声 (こえ)をかけるなどして、中 (なか)に人 (ひと)がいないか確 (たし)かめてから入 (はい)りましょう。

●　組立式 (くみたてしき)トイレハウスを固定 (こてい)するため、ロープを結 (むす)んでいるものは、足 (あし)をかけたりしないよう、注意 (ちゅうい)してください。

●　ワイドタイプのトイレは、足 (あし)の不自由 (ふじゆう)な方 (かた)や介添 (かいぞ)えが必要 (ひつよう)な方 (かた)などが優先的 (ゆうせんてき)に使 (つか)えるようにしてください。

●　みんなが使 (つか)うトイレなので、きれいに使 (つか)いましょう。

●　排 (はい)せつ物 (ぶつ)がたまってきたら、気付 (きづ)いた人 (ひと)が運営 (うんえい)本部 (ほんぶ)に連絡 (れんらく)してください。
【マンホールトイレについて】
◇このマンホールトイレは、地中に埋め込んだコンクリート製便槽に排泄するタイプで、汲み取り式となっています。下水道管には接続していません。
◇便槽の大きさは、幅7.5ｍ、奥行き1.5ｍ、深さ1.2ｍ、容積13.5㎥で、1,000人が約１週間使用可能です。（１人１日あたりのし尿量を２ℓとする。）
◇トイレの設置作業をする前に、便槽内にたまった雨水を確認し、水深が20cm～25cm程度になるよう、可搬ポンプ等で調整してください。
◇５か所のマンホールのうち、φ600-200親子鉄蓋の直下の底に集水ピット（溜桝）が設けられています。
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